
庄　原　市　県　立　広　島　大　学　研　究　開　発　助　成　事　業　成　果　概　要
【1】平成17年度採択事業

17年度 18年度
生理活性物質の植物免疫機構への
関わりを応用した果実の機能性物
質ｱﾝﾄｼｱﾆﾝの合成促進と加工製品
の開発

近藤　悟 2,020,200 1,101,450
平成17年7月

～
平成19年3月

高野地域の農家と連携し、ｼﾞｬｽﾓﾝ酸誘導体処理による、りんごの
着色促進及び機能性向上の効果を確認できた。また、観賞用のｸ
ﾗﾌﾞｱｯﾌﾟﾙを用いた機能性ｼﾞｬﾑの開発にも取り組んだ。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
効果が確認されたことから、今後は市内での利用促進に取り組む必要がある。連
携先等が未定、近藤教授千葉大学へ転任、共同研究者なしのため対応困難。

家畜糞尿の悪臭防止とﾒﾀﾝ発酵へ
の応用

森永　力 2,824,500 1,459,500
平成17年8月

～
平成19年3月

家畜糞尿を用いたﾒﾀﾝ発酵の研究を行い、小規模かつ簡易のﾒﾀ
ﾝ発行装置を試作することができた。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
実用化に向け、気象条件や価格、作業工程等に課題があり要検討。連携先等も
未定。

ﾀﾙｸ（天然鉱物）を利用した廃水浄
化装置の開発

江頭　直義 3,097,500 1,902,500
平成17年7月

～
平成19年3月

研究により基礎ﾃﾞｰﾀを得て、処理装置の商品化を実現した。商品
については、展示会や新聞でPRし、寄せられたﾆｰｽﾞを基に商品
改良を行っている。技術移転、ﾃﾞﾓ機製作済。

事業化・商品化：済　連携先等：長岡鉄工、勝光山研究所
庄原発の環境機器が開発されたことが成果である。製品の用途拡大に向け、
H21年度助成事業で装置の改良に伴う研究を採択。

庄原地域特産食資源中の機能性の
評価並びに高付加価値化産物の創
出

武藤　徳男 1,665,300 1,474,200
平成17年7月

～
平成19年3月

大豆の機能性分析と生産・商品化の可能性、野菜や果物の機能
性に着目した高付加価値化による特産化等を検討し、製品化の
目途が一定程度示された。ｼﾞｬﾑは商品化され、りんごのほか、ｲﾁ
ｺﾞ、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ等へ波及。

事業化・商品化：済　連携先等：ｸﾞﾘｰﾝｳｲﾝｽﾞさとやま　外
大豆（ｻﾁﾕﾀｶ）の生産規模拡充、豆乳ﾖｰｸﾞﾙﾄやｸｯｷｰの商品化を目指して、地元
との連携や市内での事業化を要検討。ﾘﾝｺﾞｼﾞｬﾑは、製造施設等の課題解決が
必要。

木炭ﾍﾟﾚｯﾄｶﾞｽ発電装置とｴﾝｼﾞﾝｼｽ
ﾃﾑの開発－木質ﾊﾞｲｵﾏｽ資源循環
型の地域づくりを目指して－

早田　保義 2,898,000 -
平成17年8月

～
平成18年3月

木炭ﾍﾟﾚｯﾄｶﾞｽのｴﾝｼﾞﾝを活用したﾊﾞｽの設計及び運行について
検討した。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
木炭ﾊﾞｽの運行主体及び形態等、引き続き検討が必要な課題がある。連携先等
が未定、早田教授明治大学へ転任、共同研究者なしのため対応困難。

12,505,500 5,937,650
【2】平成18年度採択事業

18年度 19年度

機能性食品としてのﾕﾘの再評価と
食用ﾕﾘの系統選抜・育種

龍治　英 1,968,750 2,000,000
平成18年7月

～
平成20年3月

ﾕﾘの機能性に着目し、庄原における栽培体制の確立及びﾕﾘﾈを
活用した健康食品や特産品の開発に取り組んだ。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
未だ実験段階であり、事業化や商品化等の検討が成されていない。大量生産で
きる仕組みを検討する必要あり。連携先等が未定、代表研究者龍治教授退官に
より対応困難。

庄原市全域の農村観光資源に関す
るGIS型ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの製作

前川　俊清 1,207,500 787,500
平成18年7月

～
平成20年3月

地元でのﾋｱﾘﾝｸﾞ調査などから、各地域の農村資源や観光資源の
把握とﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化に取り組んだ。昨今のﾆｰｽﾞに対応した企画提
案型の観光を実現する上で貴重なﾂｰﾙとなると期待される。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
作成するﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは、即商品化できるものではなく、それを活用した分析結果を
農村観光の事業化に向ける作業が必要である。連携先等が未定。

庄原市森林の持続可能な経営確立
に向けた制度的・技術的課題及び
その適用方法の解明

宮本　誠 1,197,000 -
平成18年7月

～
平成19年3月

庄原市内在住の全林家及び不在者を対象に、森林経営に関する
ｱﾝｹｰﾄ調査を実施した。管理放棄や境界不明林の急増等、課題
が明確になったことから、今後の林業施策等を検討する上での基
礎資料になると考える。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
調査結果を活用し、市と県大の包括協定に基づく取り組みとして、森林資源の効
率的な収集ｼｽﾃﾑ及び有効活用に関する研究へ展開。連携先等が未定、代表
研究者宮本教授退官により対応困難。

4,373,250 2,787,500
【3】平成19年度採択事業

19年度 20年度

ﾏﾂﾀｹ山再生 相沢　慎一 2,000,000 500,000
平成19年7月

～
平成21年3月

市内において、荒廃したﾏﾂﾀｹ山の手入れを進めており、実際に
収穫（5～6本）もされた。新聞等でも報道され、里山再生の取り組
みとして注目されている。抜本的な山の手入れが必要であるとの
調査結果を得ている。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：高地区
研究内容として、短期間で成果を求めるのは難しい。平成21年度、平成23年度
助成事業で採択し、継続的に研究を実施中。活動団体をNPO法人化して取り組
みを進めている。

庄原産農産物を用いた高機能性食
品の加工ならびに製品化

武藤　徳男 730,000 -
平成19年7月

～
平成20年3月

庄原産の大豆を活用した豆腐、味噌、おからｸｯｷｰを、連携した地
元団体による商品化、販売の目途がつけた。ｼﾞｬﾑは商品化され、
りんごのほか、ｲﾁｺﾞ、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ等へ波及。

事業化・商品化：済　連携先等：夢ﾌｧｰﾑ永末、一木農産加工ｾﾝﾀｰ、ｸﾞﾘｰﾝｳｲﾝ
ｽﾞさとやま
機能性に着目したｼﾞｬﾑ作りを事業化するため、生産施設や連携団体を検討が必
要。H21.11月よりｼﾞｬﾑの試験販売をへて、本格販売実施中。

庄原市における放牧およびﾄﾞﾝｸﾞﾘ
飼育による養豚の確立

村田　和賀
代

1,470,000 1,120,000
平成19年7月

～
平成21年3月

市内の養豚農家と連携し、ﾄﾞﾝｸﾞﾘ及び放牧による豚の肥育を実
施。通常豚肉より脂肪の柔らかさに優位性があることが判明。外食
関係者への調査も行い、調理手法の検討も実施できた。精肉販
売実施中。

事業化・商品化：済　連携先等：庄原商工会議所、市内養豚業者
ﾄﾞﾝｸﾞﾘの安定的な収集方法の確立、安定した豚肉販売ﾙｰﾄの確保が課題。

伝統食品の機能性評価と付加価値
製造法の開発

吉野　智之 830,000 -
平成19年7月

～
平成20年3月

伝統食品である熊笹の上で豆腐を焼く「越原焼き豆腐」の抗酸化
活性の優位性を実証、作製手法も熊笹抽出濃縮液を活用など簡
素化への手法を示した。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：比和町越原みこと会
加工所の確保や提供先の確保、越原みこと会との意識調整（比和地域で豆腐を
加工したいとの思いが強い）等の課題あり。

5,030,000 1,620,000
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【4】平成20年度採択事業

20年度 21年度

籾殻･竹からのﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ生産 森永　力 2,620,000 1,530,000
平成20年8月

～
平成22年3月

竹粉末を基質として自然界より分解微生物の探索を行い、分離や
絞込みを実施、竹の糖化実験では、竹粉末からのｸﾞﾙｺｰｽ生産を
実証、あわせて、竹粉末からｴﾀﾉｰﾙ生産することができた。

事業化・商品化：未（方向性のみ)
籾殻からｴﾀﾉｰﾙ生産を行う研究が遅れ気味である。成果活用策を要検討。連携
先等も当初、㈱ｼﾞｭｵﾝを検討していたため、現時点で未定。

庄原市農産物を利活用した特産化
加工食品の開発

吉野　智之 5,000,000 -
平成20年8月

～
平成21年3月

紫黒米の栽培条件の検討を行うとともに、紫黒米、熊笹茶豆腐の
抗酸化評価等機能性評価を実施、一定の評価を得た。加工品と
して、有色米添加のﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙﾊﾟﾝや熊笹茶豆腐を作製。ﾊﾟﾝは商
品化に繋がり、ｸｯｷｰ、柏餅へも波及。

事業化・商品化：済　連携先等：比和町越原みこと会、米麦工房21めぐみ
加工食品の需要、連携先の問題や販売ﾙｰﾄの確保に課題あり。

7,620,000 1,530,000

【5】平成21年度採択事業

21年度 22年度

亜／超臨界流体によるｻｰﾓｽｲｯﾁﾝ
ｸﾞ式POPs分解装置の開発

三苫　好治 3,000,000 2,000,000
平成21年7月

～
平成23年3月

土壌中汚染物の「抽出」と「分解」とを一連の装置内で完結するこ
とで、従来の単独型と比較し低ｺｽﾄ化及び小型化が可能となる移
動式小型無害化装置のｺｱ技術を確立。特許出願済。野菜などに
代表される有機性残渣の迅速分解/堆肥化等への応用も提示。

事業化・商品化：未（技術は確立)　連携先等：福軸商工
連携先の福軸商工、しょうばら産学官連携推進機構ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの連携のもと
技術開発への研究を継続実施中。

低濃度油分含有廃水を効率的に回
収する実用小型装置の作製

江頭　直義 3,400,000 1,600,000
平成21年7月

～
平成23年3月

平成17年度助成事業の「廃水浄化装置」の実用化に伴う問題点
を解消しながらﾃﾞｻﾞｲﾝ性のある持ち運び容易な小型の油分回収
装置を作製。技術内容は特許出願し、技術発表、信金合同ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾌｪｱ2010へも出展。

事業化・商品化：済　連携先等：長岡鉄工、勝光山研究所
ｺｽﾄ低減に向けた取り組みが課題。長岡鉄工、勝光山研究所、しょうばら産学官
連携推進機構ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの連携のもと定例的な会議開催等、研究を実施中。

汚泥焼却炉におけるﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙ
ｷﾞｰ利用及び汚泥の処理に関する
研究

前川　俊清 2,000,000 -
平成21年7月

～
平成22年3月

ごみ焼却炉、し尿汚泥処理施設の汚泥焼却炉による木材ﾍﾟﾚｯﾄ及
びﾁｯﾌﾟを助燃材とした燃焼実験により、し尿汚泥処理施設におい
て重油使用量削減(一日使用量約70%～80%削減)の効果を得た。
(ごみ焼却炉は不向き)

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：備北衛生ｾﾝﾀｰ、備北ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ
事業化に向けては、更なる試験及び設備投資費として約40,000千円(概算)が必
要などの課題あり。

ﾏﾂﾀｹの人工栽培とﾏﾂﾀｹ山の再生 相沢　慎一 2,140,000 1,500,000
平成21年7月

～
平成23年3月

平成19年度助成事業の結果を踏まえ、さらにﾏﾂﾀｹ人工栽培とﾏﾂ
ﾀｹ山の再生を試みた。実験室内でのﾏﾂﾀｹ菌糸生育によるｼﾛの
形成、ﾏﾂﾀｹ菌糸とﾊﾞｸﾃﾘｱの因果関係等の検証、ﾏﾂﾀｹ山再生に
向けた山の清掃活動の効果を実証。活動団体の法人化。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：NPO法人ﾏﾂﾀｹ山再生研究会
NPO法人を設立し、連携のもと山の清掃等活動に取り組んでいるが長期的な取り
組みとなる。高地区以外へも波及させていくことが必要。

庄原発特産化加工食品の開発と資
源化

吉野　智之 2,200,000 -
平成21年7月

～
平成22年3月

玄米ﾊﾟﾝ、有色米を活用したﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙﾊﾟﾝやｸｯｷｰ、ﾋﾞﾀﾐﾝC入り
ｼﾞｬﾑ等の機能性評価(抗酸化活性作用)及び品質向上(ﾋﾞﾀﾐﾝC含
有量)を行い、ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙﾊﾟﾝやｸｯｷｰ、ﾋﾞﾀﾐﾝC入りｼﾞｬﾑの商品化し
た。

事業化・商品化：済　連携先等：米麦工房21めぐみ
米麦工房21めぐみとの連携により、有色米ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ入りのｸｯｷｰと食ﾊﾟﾝを開発
し、H21.12月から「ゆめさくら」内、米麦工房21めぐみで試験販売開始。

12,740,000 5,100,000

【6】平成22年度採択事業

22年度 23年度

協同組合庄原ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ,ｼﾞｮｲ
ﾌﾙnagaeを中心とした旧商圏の再活
性化対策

堀田　学 750,000 410,000
平成22年8月

～
平成24年3月

庄原市民及びｼﾞｮｲﾌﾙ利用者へのｱﾝｹｰﾄ調査実施。ｱﾝｹｰﾄ結果
に基づき、ｼﾞｮｲﾌﾙを中心とした商圏の定期ｲﾍﾞﾝﾄ「三日の市」開
催、ｼﾞｮｲﾌﾙ内への歯科医院や子育て支援施設開所、同業種との
研究会や合同ｲﾍﾞﾝﾄなどの事業展開が図られている。

事業化・商品化：済　連携先等：協同組合庄原ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ ｼﾞｮｲﾌﾙnagae
各種事業について、継続実施中。

庄原特産ｴｺﾞﾏを使った機能性食品
づくり
－商品開発と地域振興－

武藤　徳男 2,000,000 2,000,000
平成22年8月

～
平成24年3月

庄原産のｴｺﾞﾏの機能性評価を実施、あわせて、種子や葉を活用
した試作品の食味･官能評価を行い、ｴｺﾞﾏ茶葉を使用した緑茶
(水出し可、ｶﾌｪｲﾝﾌﾘｰ、瞬間焼成加工茶葉使用)を商品化した。

事業化・商品化：済　連携先等：庄原市農林振興公社、庄原えごま普及協議会
庄原市農林振興公社と普及協議会、生産者個人との連携体制の構築が課題。
商品化した緑茶については、成分表記等ﾊﾟｯｹｰｼﾞ面等に課題あり。

備北地域由来微生物の単離とその
利用
－all made in BIHOKUに向けて－

有馬　寿英 3,000,000 －
平成22年8月

～
平成23年3月

備北地域の自然、四季折々に咲く花等に由来する微生物を培養･
単離･同定し、有用微生物に関するｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞを実施。その結果、
乳酸菌飲料やﾁｰｽﾞ等へ開発が可能となる有用な乳酸菌や酵母を
保有することができた。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：備北商工会・農事組合法人高野り
んご加工組合･栗久工務店(養蜂))等
有用な乳酸菌をﾁｰｽﾞ製品へ加工･生産について、製造事業所との連携が課題。

5,750,000 2,410,000

研究の成果 備考研究課題名 研究者名
事業費(円)

事業実施期間

研究の成果 備考研究課題名 研究者名
事業費(円)

事業実施期間

事業費(円)
事業実施期間 研究の成果 備考研究課題名 研究者名
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【7】平成23年度採択事業

23年度 24年度

庄原市の未利用食資源の商品化 吉野　智之 1,800,000 1,000,000
平成23年7月

～
平成25年3月

平成20年度、21年度助成事業の成果を踏まえ、有色米糖化液(紫
黒米)の簡便な作製方法を和泉光和堂へ技術移転。その技術を
活用し、加工食品への色づけや機能性成分の付加に利用、ｸｯ
ｷｰ、食ﾊﾟﾝ、柏餅等へ商品群拡大。

事業化・商品化：済　連携先等：米麦工房21めぐみ
研究機関終了後も、大学と米麦工房21めぐみの連携により、新たな商品開発を
継続中。

地域資源を活用した乳製品生産に
向けた研究・開発

有馬　寿英 2,950,000 2,464,000
平成23年7月

～
平成25年3月

平成17年度助成事業の成果を踏まえ、有用微生物単離の培養手
法や条件を確立。保有した乳酸菌を活用し、乳製品生産(ﾁｰｽﾞを
中心)の試作製造を実施。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：敷信村農吉
ﾁｰｽﾞ製造試作段階において、凝固が極めて困難であることが判明、市販ｽﾀｰﾀｰ
とのﾌﾞﾚﾝﾄﾞ及びﾌﾞﾚﾝﾄﾞ比率等の検討も必要。連携事業者との連携強化に課題あ
り。

ﾏﾂﾀｹ山再生のためのﾏﾂﾀｹ埴栽の
試み

相沢　慎一 2,500,000 2,000,000
平成23年7月

～
平成25年3月

平成19年度、21年度助成事業の成果を踏まえ、実験室内ではﾏﾂ
ﾀｹ菌糸の人工培養に係る温度や栄養分等の最適条件を確立。ﾏ
ﾂﾀｹ山清掃活動賛同者も増え、NPOの活動も活発化。ﾏﾂﾀｹ菌糸
の植栽も数箇所実施。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：NPO法人ﾏﾂﾀｹ山再生研究会
研究会員を中心に菌糸の植栽は実現したが、ｼﾛの育成には数年必要であり、長
期的な取り組みとなる。

7,250,000 5,464,000
【8】平成24年度採択事業

24年度 25年度

ﾊﾞﾝﾌﾞｰﾏｯｼｭ(ﾋﾗﾀｹ)の栽培法確立と
その成分分析

森永　力 2,740,000 －
平成24年6月

～
平成25年3月

生育の早いﾋﾗﾀｹを用い、森林荒廃の要因である竹を食用きのこ
の栽培培地として、栽培条件の確立を実証。実験室においては、
きのこ栽培が可能となっている。

事業化・商品化：未（方向性のみ)　連携先等：庄原市農林振興公社
培養期間における保管場所の湿度管理等に問題があり、商品化に至っていな
い。事業化･商品化に向けては、事業者との連携強化も必要。

庄原市域に産する希少山野草の保
護増殖に関する研究

入船　浩平 1,100,000 1,240,000
平成24年6月

～
平成26年3月

稀少植物(ﾋｺﾞﾀｲ)を用いた無菌組織培養技術による試験管内増
殖に取り組み、組織培養は順調に成果が得られているが条件確
立に至っていない。丘陵公園及び自生地比和地域とも連携し、自
然栽培管理手法確立に向けた研究も実施中。

事業化・商品化：未（研究期間中)　連携先等：国営備北丘陵公園
現在研究期間中(助成対象期間中)。

3,840,000 1,240,000

研究課題名 研究者名
事業費(円)

事業実施期間 研究の成果 備考

研究の成果 備考研究課題名 研究者名
事業費(円)

事業実施期間
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